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様 式第 ３号 会 議 録

会 議 名

（審 議会 等名 ） 平成 ２０ 年度 川西 市労 働問 題審議 会

事 務 局

(担 当 課 ） 市 民生 活部 農 林・労 政課 内線 （ ２５ ４３ ）

開 催日 時 平 成２ １年 ３ 月１８ 日（ 水） １４ 時０ ０分 ～１ ５時１ ３分

開 催場 所 川 西市 役所 ４ 階 庁 議室

金谷 千慧 子（ 会長 ）

中元 一哉 、吉 尾 文雄 、井 ノ上 博司 、古 賀 和代 、

出 委 員 高島 進子 、中 原 光治 、平 岡 譲、土 田 忠、 中村 誠司 、

席

者 その他

多田 仁三 （市 民生 活部 長） 、大 森 直 之（ 地域 活性 室長） 、

事務局 田口 弘高 （農 林・ 労政 課長 ）、 人見 巌、 上原 佳 預子、

傍聴 の可否 可・不 可・ 一部 不可 傍聴 者数 ０ 人

傍聴 不可 ・一 部

不可 の場 合は 、

その 理由

①平成 ２０ 年度 川西 市労 働福 祉事 業につ いて （実 績報 告）

②その 他

会 議次第

会議録 のと おり

会 議結果
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審 議 経 過 Ｎ ｏ．

（事 務局 ）

そ れで は、 定刻 になり まし たの で、 ただ 今か ら平 成２０ 年度 川西 市労 働問題 審

議会 を開 催さ せて いただ きま す。 私は 本日 の司 会を 進行さ せて いた だき ます農 林

・労 政課 長の 田口 と申し ます 。ど うぞ よろ しく お願 いいた しま す。

委 員の 皆さ まに は、年 度末 の大 変お 忙し いと ころ ご出席 いた だき まし て誠に あ

りが とう ござ いま す。本 日は どう ぞよ ろし くお 願い いたし ます 。

次 に、 会議 の定 足数で ござ いま すが 、本 日の 出席 者は９ 名で 、ま だお 一人お 見

えで はな いん です が、４ 人の 欠席 で半 数以 上の 方の 出席を いた だい てお ります の

で、 本日 の会 議が 成立し てい るこ とを ご報 告さ せて いただ きま す。

そ れで は、 次第 に沿っ て進 行さ せて いた だき ます 。まず はじ めに 、金 谷会長 よ

りご 挨拶 をお 願い いたし ます 。よ ろし くお 願い しま す。

（会 長）

ど うも 皆さ んお 久しぶ りで ござ いま す。 なん か七 夕さん とい うか 、３ 月にな る

とお 目に かか ると いう感 じで ござ いま す。 本当 に年 度末も ぎり ぎり にな りお忙 し

い中 出席 いた だき まして あり がと うご ざい ます 。

こ の年 度末 、本 当に製 造業 を中 心と した 失業 者が 増大す ると いう ふう に言わ れ

てお りま す。 １５ 万とも 、ま た２ ２万 人と もい うふ うな数 も出 てい ると いうふ う

に聞 いて おり ます 。

方 や一 方、 この 不景気 の時 代で も非 常に ブー ムに なって いる よう な産 業も出 て

きて いる 。例 えば 、ユニ クロ なん かは 業績 が非 常に アップ して いる とか 、吉野 家

はす ごい とか 、レ ンタル ショ ップ とか 、リ サイ クル ショッ プと かい うの は非常 に

優れ てい ると か、 非常に 産業 構造 その もの も変 わっ てくる のか なと いう ふうに 思

いま す。

さ っき ちょ っと 課長に もお 見せ して いた んで すけ ども、 日経 新聞 に三 宮のセ ン

ター 街の 商店 街に 保育所 をつ くっ て商 店街 を活 性化 する。 そこ に子 供を 連れた お

母さ ん方 も買 い物 に来る とい うふ うな 報道 もさ れて いまし た。

こ の間 、そ の三 宮セン ター 街で コミ ュニ ティ ビジ ネスの セミ ナー を神 戸市と 一

緒に やっ てい たん ですけ ども 、本 当に 産業 その もの が変わ って きて 、そ こには 労

働者 の働 き方 も変 わって くる のか なと 。い ろん な意 味で転 換期 を迎 え

てい るの かな とい うふう に考 えま す。

私 は、 NPOとい う特 定非 営利 活動 の、ち ょっ とお 馴染 みに なり まし たけど も、

この 阪神 淡路 大震 災の時 に、 それ を契 機と して 出て きまし た、 法律 に基 づきま し

て、 今３ 万７ ００ ０団体 ぐら いが 存在 する よう にな りまし た。

い よい よ NPOも 、そ れか ら民 間の 個人の 人た ちも 産業 を変 える とい うか、 産業

が新 しく 変わ った 中で、 経営 者と して 、あ るい は労 働者と して 、い ろん な意味 で

NPOも 変わっ てい くの かな とい うふ うにも 思っ てお りま す。

そ れで 、こ こに お世話 にな りま した のは 、は じめ に労働 者実 態調 査な んかも や

らせ ても らい まし た調査 会社 とし て付 き合 いを いた だきま して 、男 女協 働参画 の

調査 とか でお 世話 になっ てい る間 に、 この 審議 会に 入らせ てい ただ くこ ととな り

まし た。

あ んま り地 元で ない者 がわ かっ てい ない 状態 でこ んな席 に座 るの は非 常にお こ

がま しい なと 思い つつ結 構長 い間 お付 き合 いい ただ きまし た。

そ んな こと で、 非常に 変わ り目 の年 でも あり ます けども 、変 わら ない 継続し た

労働 行政 をこ れか らも、 変わ らな いと いう のは 基本 的なと いう 意味 です けども 、

皆様 と一 緒に 審議 をさせ てい ただ きた いと 思い ます 。どう もあ りが とう ござい ま

す。

そ れで は、 今回 は新し く就 任さ れた 方も 何名 かい らっし ゃる とい うこ とです の

で、 どう いた しま しょう か、 ずっ と自 己紹 介み たい なこと でよ ろし いで しょう

か、 特に そう いう ことに こだ わら ずに 。
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そ した ら、 中元 委員さ んか らま いり まし ょう か。 よろし くお 願い いた します 。

（委 員）

皆 さん 、こ んに ちは。 地域 の労 働団 体で ござ いま す、連 合の 川西 猪名 川地区 連

絡会 より 参っ てお ります 中元 でご ざい ます 。よ ろし くお願 いい たし ます 。

（委 員）

連 合川 西・ 猪名 川地区 連絡 会の 事務 局長 をや って おりま す吉 尾と 申し ます。 よ

ろし くお 願い いた します 。

（委 員）

川 西猪 名川 地区 労連の 議長 とな りま した 井ノ 上で ござい ます 。前 任の 議長が 退

職と いう こと で交 代とな りま して 、私 は川 西市 職員 組合の 副委 員長 とい うこと で

そこ から 出て おり まして 、今 回議 長と なり まし た。 よろし くお 願い いた します 。

（委 員）

プ ラス ワン 株式 会社の 古賀 でご ざい ます 。こ こで は建物 の警 備を 行っ ており ま

す。 今不 況は あま り関係 ない よう なん です けど も、 介護施 設と 在宅 とさ せてい た

だい てお りま す。 保険法 がい ろい ろ変 わり ます ので 、こう いう とこ ろで お勉強 さ

せて いた だい て、 労働問 題に つな げて いき たい と思 います 。よ ろし くお 願いい た

しま す。

（会 長）

そ うし まし たら 、委員 さん から いき まし ょう か。 事務局 は後 にし まし ょうか 。

そ した ら、 引き 続き。

（委 員）

関 係行 政機 関の 方から 参っ てき てお りま す兵 庫県 阪神北 県民 局産 業労 働担当 参

事の 中村 でご ざい ます。 よろ しく お願 いい たし ます 。

（委 員）

川 西の 市議 会か ら出て おり ます 土田 でご ざい ます 。よろ しく お願 いい たしま

す。

（委 員）

同 じく 市議 会議 員の平 岡で ござ いま す。 よろ しく お願い いた しま す。

（委 員）

学 識経 験者 とい うこと にな って おり ます が、 兵庫 県社会 保険 労務 士会 伊丹支 部

長を して おり ます 中原と 申し ます 。兵 庫県 の社 会保 険労務 士会 とい うの は、労 働

基準 監督 署の 管轄 が支部 とな って おり まし て、 川西 市は伊 丹労 働基 準監 督署の 管

轄と いう こと にな ってお りま すの で、 社労 士会 も伊 丹支部 とい うふ うに なって お

りま す。 どう ぞよ ろしく お願 いい たし ます 。

（委 員）

高 島と 申し ます 。どう ぞよ ろし くお 願い いた しま す。私 は兵 庫労 働局 から声 を

かけ られ まし て参 りまし た。 兵庫 労働 局で 均等 調停 委員と 個別 紛争 の紛 争調整 委

員を して おり ます 。よろ しく お願 いい たし ます 。

（会 長）

あ りが とう ござ いまし た。 それ では 、欠 席の 方も おいで のよ うで ござ います け

ども 、こ のま ま進 めさせ てい ただ きた いと 思い ます 。
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そ れで は、 お手 元にお 送り させ てい ただ いて おり ます審 議会 のレ ジュ メがあ る

と思 いま すの で、 それの 表紙 をめ くっ てい ただ きま して、 次に 、議 題と いうこ と

にな って おり ます 。

そ れで は、 事務 局の方 から この 議題 の１ です ね。 川西市 労働 福祉 事業 の実績 報

告と いう のを ご報 告いた だき たい と思 いま す。 よろ しくお 願い いた しま す。

（事 務局 ）

ち ょっ とそ の前 に資料 の確 認だ けさ せて いた だき たいん です けど も、 まずは じ

めに 先ほ ど言 われ ました 次第 の方 の A４の ホッ チキ ス止 めの 分が 一つ と、そ れと

資料 １と しま して 、２０ 年度 のキ ャリ アカ ウン セリ ングの 内訳 とい うこ とで、 次

に、 資料 ２と しま して、 労働 相談 の内 訳と 。次 に、 資料３ とし まし て、 労働福 祉

事業 の経 年変 化を 示した 資料 が一 部と 審議 会の 委員 さんの 名簿 、次 に審 議会の 規

則と いう 形で 入っ ている と思 いま すが 、な い方 はご ざいま すか 。

（ 「あり ます 」の 声あ り）

（事 務局 ）

そ した ら、 よろ しくお 願い しま す。

（会 長）

机 の上 のこ れは 同じも ので 右だ けは ずし てあ ると 言うこ とで すか 。

（事 務局 ）

ち ょっ と修 正が ござい まし て、 差し 替え をお 願い したい と思 いま す。 よろし く

お願 いい たし ます 。

（事 務局 ）

そ うし まし たら 、私の 方か ら、 議題 １の 平成 ２０ 年度川 西市 労働 福祉 事業に つ

いて ご説 明さ せて いただ きた いと 思い ます 。座 って 説明さ せて いた だき ます。

まず 、説 明に 先立 ちまし て資 料の 方に 誤り がご ざい まして 、ご 訂正 の方 をお願 い

した いと 思い ます 。

ま ず、 閉じ てあ る分の この 資料 なん です が、 この 資料の １ペ ージ 中ほ どのキ ャ

リア カウ ンセ リン グ相談 回数 が１ ０７ 回と なっ てお ります が、 １１ ４回 の誤り で

ござ いま す。 加え て、括 弧書 きの ニー ト等 の相 談回 数につ いて も１ １回 として お

りま すが 、３ １回 の誤り でご ざい ます 。

ま た、 経年 変化 を示し た資 料３ とい うの が別 紙で ござい ます けど も、 そちら の

方の １ペ ージ 中ほ どのキ ャリ アカ ウン セリ ング 、２ ０年度 の相 談回 数に 誤りが ご

ざい ます 。上 から 通常相 談の 回数 を９ ６回 から ８３ 回に。 ニー ト等 に対 する相 談

回数 を１ １回 から ３１回 に、 従い まし て合 計覧 が１ ０７回 から １１ ４回 にそれ ぞ

れご 訂正 の方 をお 願いし ます 。す いま せん 。資 料の 方に誤 植が あり まし て申し 訳

ござ いま せん 。

そ れと つづ って おりま す、 この 資料 の３ ペー ジ目 の（７ ）と （８ ）の 日程の 方

にあ りま す平 成２ ０年２ 月末 現在 とあ ると ころ が、 ２１年 の誤 りで ござ います 。

重ね て申 し訳 ござ いませ んで した 。

そ うし まし たら 、ただ 今か ら、 説明 の方 させ てい ただき ます 。恐 れ入 ります

が、 資料 の１ ペー ジと併 せて 、先 ほど ご説 明い たし ました 経年 変化 を示 した別 紙

資料 ３も 併せ てご 覧頂き たい と思 いま す。

ま ず、 （１ ）の 川西パ ート バン クお よび 川西 市高 年齢者 職業 相談 コー ナーに お

ける ２０ 年度 実績 につい てで あり ます が、 本年 １月 末現在 の来 所者 数は 、パー ト

バン クで １万 ７６ ８１人 、高 年齢 者職 業相 談コ ーナ ーで４ ０７ ６人 、新 規求職 者

数で は、 パー トバ ンクで １４ ３３ 人、 高年 齢者 職業 相談コ ーナ ーで ４８ ０人、 採

用件 数で は、 パー トバン クで ４３ ０人 、高 年齢 者職 業相談 コー ナー で１ ６０人 と



- 5 -

なっ てお りま す。

ま た、 本市 をは じめ、 伊丹 市、 猪名 川町 を管 轄す る伊丹 管内 の求 人状 況とし ま

して は、 正規 雇用 及びパ ート タイ マー の有 効求 人全 数は２ 万７ ５２ ２人 となっ て

おり ます 。

続 きま して 、（ ２）の キャ リア カウ ンセ リン グに ついて であ りま すが 、キャ リ

アカ ウン セリ ング は、履 歴書 の書 き方 や面 接指 導を 行う就 職相 談で 月４ 回実施 し

てお り、 ２１ 年度 の相談 者数 は男 性２ ０名 、女 性３ ２名の 合計 ５２ 名と なって お

りま す。

続 きま して 、先 ほど修 正を させ てい ただ きま した 部分で 、相 談回 数が １０７ 回

とな って おり ます が、１ １４ 回の 誤り でご ざい ます 。加え て、 かっ こ書 きのニ ー

ト等 の相 談回 数に ついて も１ １回 とし てお りま すが 、３１ 回の 誤り でご ざいま

す。

次 に、 （３ ）の 労働相 談で ござ いま すが 、労 働相 談は、 賃金 の不 払い や不当 解

雇な ど労 使間 のト ラブル につ いて の相 談業 務で 、月 ２回実 施し てお りま して、 相

談者 数は １６ 名で 、相談 回数 は１ ７回 とな って おり ます。

次 に、 （４ ）の 各種セ ミナ ー等 でご ざい ます が、 資料の 一覧 表に あり ますと お

り、 労働 者の 支援 を目的 とし たパ ソコ ン講 習や 各種 セミナ ーを 開催 した ほか、 川

西市 企業 人権 問題 啓発推 進協 議会 が主 催す る企 業向 け人権 研修 、あ るい は、ハ ロ

ーワ ーク 伊丹 等と の共催 によ る合 同就 職面 接会 や雇 用主対 象の 研修 など を年間 を

通じ て開 催し 、こ れらに 参加 され た人 数は 合計 で３ ９９名 とな って おり ます。

続 きま して 、（ ５）の 川西 市技 能功 労者 およ び優 良従業 員表 彰に つい てでご ざ

いま すが 、こ の表 彰制度 は市 の要 綱に 基づ きま して 、長年 同一 の職 業に 従事し て

いる 優れ た技 能者 と市内 商工 業の 振興 、発 展に 尽く された 従業 員を 対象 とした 表

彰制 度で あり まし て、２ ０年 度は 技能 功労 者表 彰で ９名、 優良 従業 員表 彰で５ 名

を表 彰し てお りま す。

次 に、 （６ ）の 産業保 健で ござ いま すが 、当 該事 業は、 市内 の従 業員 ５０人 未

満の 事業 所を 対象 として 、従 業員 の安 全と 健康 を確 保する こと など を目 的に市 医

師会 の協 力の もと 実施し てい るも ので ござ いま して 、本年 ２月 から ３月 にかけ ま

して 実施 しま した ところ 、申 込企 業数 は３ ８社 で、 申込者 数は ３９ ５人 となっ て

おり ます 。

恐 れ入 りま すが 、資料 ３ペ ージ をご 覧く ださ い。

（ ７） の川 西市 勤労者 住宅 資金 融資 あっ せん 制度 につき まし ては 、平 成１４ 年

度末 をも って 融資 制度を 廃止 して おり 、現 在は 貸付 を行わ ず返 済の みで 、残件 数

は２ ４件 とな って おりま す。 続く 、（ ８） の川 西市 災害復 興住 宅資 金融 資あっ せ

ん制 度に つき まし ても、 先ほ どご 説明 申し あげ まし た勤労 者住 宅資 金融 資あっ せ

ん制 度と 同様 、平 成９年 １月 をも って 廃止 し、 返済 件数は １件 を残 すの みとな っ

てお りま す。

最 後に 、（ ９） の川西 市中 小企 業勤 労者 福祉 サー ビスセ ンタ ーに 係る 事業報 告

につ いて であ りま すが、 まず 、① の会 員の 状況 です が、本 年３ 月１ 日現 在の加 入

事業 所数 は１ １０ 社で、 会員 数は １９ ０６ 人と なっ ており 、別 紙資 料３ をご覧 い

ただ いて もご 理解 いただ ける と思 いま すが 、１ ９年 度から 見ま すと 、本 年度に 大

口事 業所 が加 入さ れたこ とな どを 受け まし て、 若干 持ち直 した 感も ござ いまし た

が、 会員 数は 近年 減少傾 向に ござ いま す。 また 、② の自主 事業 をは じめ とした 各

種事 業に 対す る利 用状況 につ きま して も、 会員 減少 に伴い まし て、 利用 状況は 全

体的 に低 減傾 向に あると 言え ます 。こ のよ うな 状況 から、 ２１ 年度 では 、セン タ

ー創 設か ら１ ５周 年を迎 える 節目 の年 でも あり ます ことか ら、 健康 管理 事業の 充

実を はじ め、 会員 獲得に 向け た取 り組 みを 適宜 実施 してい く予 定と して おりま

す。

以 上で 、平 成２ ０年度 にお ける 本市 の労 働福 祉事 業に係 る実 績報 告と させて い

ただ きま す。

よ ろし くご 審議 賜りま すよ うお 願い 申し あげ ます 。
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（会 長）

あ りが とう ござ いまし た。

最 後の 目標 は二 つおっ しゃ いま した が、 会員 確保 ともう 一つ は。

（事 務局 ）

会 員確 保に 向け た取り 組み とい う部 分と 健康 管理 事業と いう のを やっ ており ま

すの で、 その 充実 という のを 取り 組ん でい くと いう ことで 考え てお りま す。

（会 長）

そ うす ると 、こ れから のお 話し 合い もそ の辺 が基 本的な 課題 とい うこ とにな り

ます でし ょう かね 。健康 管理 事業 と会 員獲 得を 目指 すとお っし ゃっ てい るんで す

けど も。

ま ずは 、ず っと 怒涛の よう にご 説明 を受 けま した が、ゆ っく り見 てご 質問と か

何か ござ いま すで しょう か。 平成 ２０ 年１ 月と か書 いてお りま すの は２ １年と い

うこ とで すの で、 どうぞ 皆さ んご 質問 なさ って くだ さい。

（委 員）

よ ろし いで しょ うか。 １ペ ージ 目の 一番 最初 なん でござ いま すが 、川 西パー ト

バン クと 高齢 者の 職業相 談。 これ の男 女の 比は どれ くらい なん でし ょう か。

（事 務局 ）

す いま せん 。全 体は出 てお りま すが 、男 女の 比は まだ出 てな いよ うな 次第で

す。

（会 長）

も とも とと って おられ ます か、 男女 で。

（事 務局 ）

伊 丹の ハロ ーワ ークの 方で とら れて おり ます ので 、そち らに 聞け ばわ かるか 思

いま す。

（会 長）

パ ート の問 題な んかは 女性 の問 題で すの で、 男女 ひっく るめ ると 何の 意味も な

いよ うに なっ てし まいま すの で、 そう する と対 策も 変わっ てく ると いう ことに な

るか と思 いま すけ ども、 派遣 切り の人 とか 、そ んな 方はい らっ しゃ らな いんで す

か。

（事 務局 ）

派 遣切 りが 数字 がいく つか とい うの はま だち ょっ と把握 して いな いん ですけ ど

も、 申し 訳ご ざい ません 。人 数的 には 去年 に比 べま したら １２ 月ぐ らい から求 職

者増 加の 対応 に大 分かか って いる よう な状 況な んで すけど も、 うち ので きる範 囲

とい いま すか 、パ ートバ ンク と高 齢者 の関 係あ るわ けなん です けど も、 高齢者 の

とこ ろに 嘱託 職員 １名と アル バイ ト職 員１ 名が おる んです が、 アル バイ ト職員 の

週３ 日勤 務を 週４ 日勤務 にし て、 その 辺１ 日だ けで すけど も増 やし て対 応して い

ると いう こと でご ざいま す。

（会 長）

今 性別 がわ かり ますか とい うご 質問 があ った わけ ですけ ども 、ほ かい かがで し

ょう か。

（委 員）

ち ょっ と無 知で よくわ から ない んで すけ ども 、ま ず高齢 者と いう のは 何歳ぐ ら
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いな んか なと 。そ れが一 つと 、採 用件 数が 出て おり ますけ ども 、流 れと したら ど

うい う流 れに なっ ている のか なと 。相 談に 行き まし た。相 談を 受け まし た。そ し

たら 、採 用す ると ころが 来て いる のか 。あ るい は、 窓口が 探す のか 。ち ょっと そ

の辺 の採 用を どう やって 結び 付け てい るの か、 ちょ っとそ の辺 を教 えて ほしい 。

（事 務局 ）

ま ず、 年齢 の話 から１ 点目 です けど も、 高齢 者に ついて は５ ５歳 から ６５歳 ま

での 概ね なん です けども 、方 を対 象に させ てい ただ いてお りま す。

（事 務局 ）

２ 点目 のご 質問 の採用 件数 とい うこ とな んで すけ ども、 採用 件数 は、 要する に

実際 に就 職に つか れた方 の人 数と いう こと で、 実態 につい ては 正直 細か い手続 き

につ いて はパ ート バンク でや って いる 内容 でつ かん でいな い部 分で はあ るんで す

けど も、 実績 とし てこの 人数 をこ ちら の方 にご 報告 いただ いて いる とい う現状 で

ござ いま す。

（委 員）

ち ょっ と言 って いるこ とが 十分 把握 して いた だい ていな いの でも う一 度。相 談

に行 きま した 。結 果、１ ６０ 人の 採用 件数 があ がり ました 。相 談に 来て 相談を 受

けた 人は 、仕 事の 案内と いい ます か、 だれ かそ こで 紹介す るわ けで すか 。その 辺

のこ と、 流れ につ いて。

（事 務局 ）

相 談に 来て もら いまし たら 、ま ず、 いろ んな 求人 の案内 がご ざい ます 。それ を

見て もら って 、そ の中に パー トバ ンク の相 談員 がお ります ので 、そ こで 相談な

り、 紹介 、あ っせ んまで させ てい ただ きま す。

そ れで 紹介 を受 けられ た方 がそ の会 社に 行っ てそ れなり の面 接な り、 試験を 受

けら れる とい うよ うな形 にな って いる よう な状 況で ござい ます 。

（委 員）

そ した ら、 そこ で質問 です が、 企業 に対 して アプ ローチ をし てい るか ら来て く

れる わけ です よね 。その アプ ロー チは 川西 市内 ある いは伊 丹管 轄、 この 近辺を 含

めて どう いう 方法 でやっ てい るの か。

（会 長）

川 西市 がと いう ことで すか 。そ れと もハ ロー ワー クが。

（委 員）

川 西市 高年 齢者 職業相 談コ ーナ ーが 要す るに 雇用 者、経 営者 側に 対し て何か ア

ポイ ント をと るか ら、う ちに も就 職し てく ださ いと いうて 掲示 物が 来る わけで し

ょ。 だか ら、 企業 に対し てす べて やっ てい るか とい うこと を聞 きた い。

（事 務局 ）

基 本的 に、 労働 行政と いい ます のは 国の 労働 基準 法など の法 律に 基づ いて国 が

施策 をさ れて いる わけで すけ ども 、市 の方 とし まし ては、 その 中で 雇用 対策法 第

５条 とい うの があ るんで すけ ども 、そ の中 に地 方公 共団体 につ きま して もそれ な

りの 施策 を講 じな ければ なら ない とい う状 況が ござ いまし て、 それ に基 づきま し

て、 平成 １６ 年度 に労働 問題 審議 会の 方へ 諮問 させ ていた だき 、そ の答 申を基 に

進め させ ても らっ ている わけ です けど も、 その 中身 といい ます のは 基本 的に市 と

して は個 人の 職業 生活を 側面 から 支援 する とい う形 のこと で今 先ほ ど言 いまし た

労働 相談 とか 、キ ャリア カウ ンセ リン グと か、 セミ ナーを して おる わけ ですけ ど

も、 今の 状況 の中 では高 年齢 者相 談コ ーナ ーと いう のは確 かに ござ いま すけど
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も、 そこ の中 では 企業に 対し てこ うい う啓 発と いう 形まで はで きて いな いよう な

状況 です ので 、基 本的に は、 国の パー トバ ンク なり 、伊丹 のハ ロー ワー クの方 が

そう いう 形の こと をされ てい ると いう 理解 をし てい るわけ なん です けど も。

（委 員）

そ した ら、 要望 といい ます か、 しつ こく て申 し訳 ないん です が、 受身 だけで は

なく して 民間 に対 して手 紙の 一本 も出 して 、正 直言 って５ ５歳 から ６５ 歳の人 を

採用 しま すと いう ような とこ はめ った にな いん や。

だ けど も、 ここ の相談 コー ナー とし て、 この 近辺 の民間 企業 に対 して ５５歳 か

ら６ ５歳 の人 です けども 、仕 事が あれ ばと いう よう な PRを 手紙 一本 で結 構です か

らや って いた だく 中で、 雇用 安定 を図 って いく 。ひ ょっと した ら１ 人か 、２人 し

か採 用で きな いか もしれ ませ んけ ども 、ぜ ひ一 歩突 っ込ん でぜ ひそ こま でやっ て

いた だき たい とい うこと を申 しあ げて おき ます 。

（事 務局 ）

委 員の 要望 とい います か、 この 件に つき まし ては 、今後 前向 きに 対応 させて い

ただ きた いと 思い ます。 確か に、 言わ れる とお り高 齢者の 求人 とい うの が実際 に

は若 者に 職を とら れまし て、 減っ てき てお りま す。

そ の辺 もあ りま すので 、ご 意見 を参 考に させ てい ただき まし て啓 発運 動に努 め

て行 きた いと 思い ますの で、 よろ しく お願 いし ます 。

（会 長）

そ うす ると セミ ナーの 一つ に企 業さ んに 来て もら って、 高齢 者を 雇う といか に

高齢 者の 技能 が生 きるの かと か、 そん なセ ミナ ーを やると か、 具体 的に はそう い

うこ とか らで も始 めると いう こと でし ょう かね 。今 日は、 ハロ ーワ ーク の三柳 さ

んは 来ら れて いな いです よね 。

（委 員）

今 の土 田先 生の 提案に ちょ っと 補足 をさ せて いた だきま すけ ども 、５ ５歳以 上

の高 齢者 の方 とい うのは 就職 困難 者と いう 形で いろ んな助 成金 なん かも ござい ま

すの で、 そう いう 点を含 めて 企業 の方 に紹 介を され れば少 しは 役に 立つ のでは な

いか と思 いま す。 ハロー ワー クに そう いっ た高 年齢 者の助 成金 とい うの がござ い

ます から 、そ うい ったも のの 調査 をし てい ただ きま して、 もし 企業 にパ ンフレ ッ

トな どを お出 しに なるの であ れば 、そ の中 でこ うい った助 成金 もあ りま すよと い

うこ とで やら れた らいい んで はな いか と思 いま す。

（会 長）

助 成金 と組 み合 わせて 啓発 をす ると 。戻 って こら れまし たけ ども 、性 別の方 ど

うで しょ うか 。

（事 務局 ）

そ した ら、 すい ません 。遅 れま した が、 届き まし たので 。パ ート バン クの利 用

状況 なん です けど も、１ 月末 現在 の状 況な んで すけ ども、 全体 で来 所者 数は１ 万

７ ６ ８ １ 名 、 新 規 求 職 者 数 は １ ４ ３ ３ 人 、 そ の う ち の 男 性 が ３ １ ４ 名 、 女 性 が

１１ １９ 名で ござ います 。

（会 長）

採 用さ れた 就職 者数は いか がで すか 。

（事 務局 ）

全 体で ４３ ０名 、その うち 男性 が７ ６名 、女 性が ３５４ 名で ござ いま す。ち ょ

っと 遅れ まし て申 し訳ご ざい ませ ん。
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（委 員）

高 齢者 の方 は何 名かわ かり ます か。

（事 務局 ）

す いま せん 。高 齢者の 方は ちょ っと 男女 はわ かれ ていな いん です けど も、来 所

者数 だけ 報告 させ ていた だき ます けど も、 ２月 で一 番新し い分 が出 てき ており ま

すの で、 来所 者数 が４６ １１ 名で 、２ 月だ けで も５ ３５名 増え てご ざい ます。

（委 員）

１ 点だ け、 ちょ っとこ の内 容で お聞 きし たい んで すが、 労働 相談 の内 訳で資 料

２を 見て いる んで すけど も、 賃金 の未 払い とか 、解 雇、あ るい は退 職の 勧奨で あ

ると か、 パワ ーハ ラスメ ント とか 、企 業の 内部 的な 相談が かな りあ ると 思うん で

すけ ども 、こ の点 なんで すが 、パ レッ ト川 西の 方で 市の福 祉事 業と して 労働相 談

をさ れて いる んで すが、 労働 相談 をさ れて 、そ の後 の流れ とい うか 、ど ういっ た

相談 に対 する 応じ 方とい う部 分で 形的 な部 分に つい てちょ っと お聞 きし たいん で

すけ ども 。

ま た、 その 専門 的な方 たち の相 談を 受け てい るの かとい うこ とを お聞 きした い

んで すが 。

（事 務局 ）

た だい まの ご質 問なん です けど も、 一応 、労 働相 談の方 、月 ２回 、パ ートバ ン

クの 隣で 実施 して いるん です けど も、 流れ とし まし ては、 そこ で内 容を お聞き し

まし て、 内容 によ っては 弁護 士さ んの 方に ご紹 介し ました り、 伊丹 の労 働基準 監

督署 の方 に引 継ぎ の方を させ てい ただ いて おり ます 。

（委 員）

と いう こと は、 そのア ドバ イス 的な とこ ろで 、こ ういっ たと ころ に相 談に行 っ

たら いい んじ ゃな いです かと いう とこ ろを あっ せん という か、 方向 付け してい る

とい うこ とで すか 。じゃ 、労 基署 に直 接行 った 方が 早いん です ね、 こう いう問 題

はと 思っ たん です が。

（事 務局 ）

う ちは 月２ 回で すので 、緊 急を 要す ると きと いう のは出 てき てお りま すので 、

今で した ら解 雇の 問題で すと か、 そう いう 時は 伊丹 の労働 基準 監督 署で も電話 相

談も あり ます し、 向こう 行っ て相 談を 受け るこ とも 可能で すの で、 そこ へ案内 し

てい ると いう こと でござ いま す。

（委 員）

つ なぎ をし てい るとい うこ とで すね 。わ かり まし た。

（会 長）

な るべ く多 くあ った方 がい いし 、敷 居は でき るだ け低か った 方が いい しみた い

なと ころ でし ょう かね。 結構 深刻 な問 題も ある し、 これは 裁判 沙汰 にな っても い

いよ うな こと もあ ります しね 。い かが でし ょう か。 その他 のご 質問 ござ います

か。

（委 員）

来 所者 数と か、 あるい は最 後の 福祉 事業 です けど も、会 員数 が減 った りとい う

こと があ った んで すけど も、 川西 市の 企業 の就 業者 数の推 移と いう のは どうな っ

てい るん でし ょう か。

（事 務局 ）
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平 成１ ８年 度現 在の数 なん です けど も、 事業 所で ３９７ １事 業所 ござ いまし

て、 従業 員数 で３ 万８８ １９ 人、 その 内訳 とし まし て、１ 人～ １９ 人ま での事 業

所が ３５ ８８ 社、 ２０人 ～４ ９人 が２ ６２ 社、 ５０ 人～９ ９人 が６ ５社 、１０ ０

人か ら１ ９９ 人が ２８社 、２ ００ 人～ ３０ ０人 以上 が１７ 社等 でご ざい まして 、

ほと んど が零 細企 業、１ ９人 まで の企 業が ほと んど でござ いま す。

こ れも 兵庫 県の 統計を 参考 にし てお りま して 、一 番新し い状 況が この 統計で ご

ざい ます 。

（委 員）

市 とし ては 、毎 年の企 業数 であ ると か、 ある いは 就業者 数と いう のは 把握さ れ

てお らな いと いう ことで すか 。

（事 務局 ）

そ の点 につ きま しては 、そ うい った 形で 毎年 、各 事業所 の実 態調 査を すべき で

ある とは 思い ます が、実 際の とこ ろは でき てお らず に、県 のそ うい った 企業統 計

調査 等の 数字 を活 用して いる とこ ろで ござ いま す。

（会 長）

県 はや って おら れるん でし ょ、 毎年 。そ うす ると 毎年、 川西 のを 引っ 張って く

ると いう のは 可能 なんで すか 。

（委 員）

県 の方 も確 か５ 年に一 回だ った と思 うん です が、 工業統 計、 商業 者統 計、毎 年

は確 実に はと って いない です 。

（会 長）

こ のめ まぐ るし い、こ の時 期に そん なこ とで 対応 できる んで しょ うか ね。

（委 員）

と いう か、 統計 だけに 毎年 、お 金と 時間 をか けて いくん では なく て、 何年か に

１回 とい うこ とで 推移し てき てお りま すの で。 です から、 この 平成 １８ 年で今 の

推移 やっ たら 平成 １３年 のや つと くら んべ れば わか ると思 うん です が、 ちょっ と

手元 に資 料を 持っ てきて いな いん です が、 阪神 北全 体でも 事業 者数 と従 業者数 と

いう のは 減っ てき ており ます ので 、サ ービ ス業 は増 えてき てお りま すが 、二次 産

業の 方は ほと んど 下降線 を描 いて おり ます 。

（会 長）

川 西市 は製 造業 が結構 多い です から ね。 それ が今 状態な のか とい うの を考え た

いと ころ でし ょう けどね 。

（委 員）

事 業所 が開 設す るとき には 、そ の申 請は どこ かの 部局に 提出 しな くて いいん で

すか 。

（委 員）

業 種に よる と思 うんで すけ どね 。排 水換 えと か、 要する に公 害問 題、 環境問 題

とか 、許 認可 みた いなこ とが 。砕 石業 とか 、そ うい ったこ とは 県民 局の 方に届 け

を、 私ど も商 工労 政課の 方で 受け てお りま すけ ども 、単に 商売 をさ れる とか、 婦

人服 を売 られ ると か、帽 子を 売ら れる とか とい った 場合に は、 その 商店 街なり 、

お店 なり には 出せ ますで しょ うけ ども 、最 近の よう にイン ター ネッ トで ネット 上

だけ で商 売を され る方が 届け を出 され るか とい うと 、それ で利 益が 上が った場 合

には 税務 署と か、 そうい った とこ ろに なっ てく ると 思うん です が、 個人 でされ た
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場合 に届 出を され た場合 に、 私も ちょ っと 詳し くは 知らな いん です けど も。

（委 員）

社 会福 祉施 設の 場合は 、必 ず届 け出 ます よね 。審 査を市 長が やり ます ものね 。

（会 長）

そ うい う届 出が 義務付 けさ れて いる 業種 は絶 対そ うでし ょう ね。

（委 員）

そ れを 義務 付け されて いな いお 医者 さん とか 、そ ういっ たと ころ がど うなの

か、 ちょ っと 調べ させて いた だき たい 。

（会 長）

そ れで は、 勤労 者福祉 の方 に移 りま しょ うか 。い かがで すか 。

（委 員）

こ の加 入事 業所 １１０ 社の うち 、や はり 圧倒 的に 多いの は小 規模 、零 細とい う

こと なん です ね。

（事 務局 ）

１ １０ 事業 所の 内訳と いう こと なん です けど も、 ほとん どが 、零 細企 業と言 わ

れる １人 ～１ ０人 とか言 われ る事 業所 さん が多 いよ うに思 いま す。

（事 務局 ）

ち ょっ と詳 しく 説明さ せて いた だき ます けど も、 １０人 未満 の事 業所 数が６ ３

件で ござ いま して 、１０ 人以 上５ ０人 未満 が３ ８社 、５０ 人以 上１ ００ 人未満 が

５社 で、 １０ ０人 以上は ４社 と、 こう いう 内訳 にな ってお りま す。

（会 長）

前 回、 昨年 も出 たよう に思 いま すけ ども 、演 劇鑑 賞とか 、旅 行の 宿泊 補助と

か、 そう いう もの はこれ から ます ます 減る んじ ゃな いかな みた いな こと があり ま

した けど も、 どう でしょ うか ね、 経年 的に 見ま すと やっぱ り減 って いる んでし ょ

うか 。

（事 務局 ）

確 かに 、今 言わ れるよ うに 企業 の数 も減 って きて おりま すし 、申 し込 みの分 も

減っ てき てい るよ うな状 況で ござ いま す。 会社 の方 もこう いう 状況 です し、や っ

ぱり 削減 する とな ったら 福祉 の厚 生と いう んで すか 、そこ にメ スを 入れ るでは な

いん です けど も、 それを 対応 され るこ とが 多い こと になっ てき てお りま す。

（会 長）

そ れで は、 労働 組合側 とし ては いか がで しょ うか 。

（委 員）

若 干話 がず れる かもし れま せん けど も、 私も 出て くるよ うに なっ て出 てきた の

かな とい う思 いも したん です けど も、 実は 、昨 年の １１月 １７ 日に ちょ うどこ こ

の場 所で 学校 の先 生方に 、対 市に 対し て予 算的 なこ とを中 心と した 要求 ・要請 行

為を 例年 され てお ります 。私 もお 付き 合い させ てい ただき まし たし 、土 田議員 さ

んも 同席 いた だい ておっ たん です けど も、 その 中で 、出て きま した ので 、いわ ゆ

る学 校の 教員 とい うのは 組織 で仕 事を して いる よう であっ て、 決し てそ うでは な

いと いう よう な状 況もあ る中 で、 非常 に多 重労 働と いいま すか 、そ れの 裏づけ と

して メン タル の数 という のも 非常 にう なぎ 登り に上 がって いる とい うよ うなこ と
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もあ るよ うで すし 、官公 労、 特に そう いう こと がや っぱり 多い よう なん ですけ ど

も、 確か に、 ここ の中小 企業 のお 話も さる こと なが ら、例 えば 、川 西市 内の公 立

学校 を中 心と した 、そう いっ たと ころ への 若干 労働 行政と は違 うか もわ かりま せ

んし 、ひ ょっ とし たら教 育委 員会 が所 管す る部 分に なるか もわ かり ませ んけど

も、 何ら かの 形で 検討の 余地 があ るん では ない かな という ふう に思 って いるん で

すけ ども 。

（会 長）

メ ンタ ルヘ ルス という こと でし ょう かね 。

（委 員）

特 に、 学校 の先 生方、 ほと んど が県 の職 員さ んな んでそ うい った こと は県で や

った らい いや ない かとい うふ うな 話に もな るか もわ からな いん です けど も、い っ

ても 川西 市立 の小 中学校 に勤 務さ れて いる 方が 圧倒 的に多 いわ けで すか ら、確 か

に施 設の 整備 の問 題とか 、そ うい った こと もあ ろう かと思 いま すけ ども 、そう い

った 仕事 の軽 減、 もしく はメ ンタ ル的 なこ とに つな がるよ うな 施策 とい うのを 検

討し てい く余 地が あるん じゃ ない かな と思 いま した ので、 これ は提 案と いうこ と

で受 け止 めて いた だけた らと 思い ます けど も。

（会 長）

中 元委 員さ んは 前年も そう おっ しゃ って いた よう な気が しま す。 メン タルな そ

うい う支 援と いう のが、 健康 とい って もメ ンタ ルな ものが 必要 だと おっ しゃっ て

いた と思 いま す。

こ れは 、セ ミナ ーの中 身な んか も対 象も 先生 方と か、そ のほ か管 理職 も必要 な

んで しょ うけ どね 。事業 主も メン タル ヘル スの 体系 をつく らな いと 、３ 万人以 上

の人 が死 んで いる ような 時代 にメ ンタ ルヘ ルス はセ ミナー とし てい るの かなと い

う感 じが しま すし 、仕事 量の 削減 もそ うで すけ どね 。いか がで しょ うか ね。セ ミ

ナー の中 身は どん な中身 でし たか ね。

（事 務局 ）

た だい まの 教職 員の関 係な んで すけ ども 、私 ども の市役 所そ のも のも 市役所 の

職員 に対 しま して メンタ ルヘ ルス を職 員課 が開 いて おりま す。

そ れで 、教 育委 員会の 教職 員課 の方 でま だ確 認は してお りま せん けど も、そ こ

ら辺 りの 情報 を聞 きまし て、 もし 私ど もの 方と 連携 がとれ るよ うな こと ができ ま

した ら、 その よう にさせ てい ただ きた いと 思い ます ので、 しば らく 調整 をさせ て

いた だき たい と思 います 。

（会 長）

健 康と いっ ても 、本当 にメ ンタ ルな 部分 が今 大事 だと思 いま すし 、他 に労働 組

合側 とし ては 勤労 福祉の 方で いか がで しょ うか 。市 は健康 管理 を重 視し たいと お

っし ゃっ てい るん ですが 。

（委 員）

初 めて でよ くわ かなら いん です が、 健康 管理 事業 の健康 診断 やら 医療 機関の 受

診や ら、 人間 ドッ クのこ の数 字だ けを 見る と、 非常 に３０ ％程 度の 率と いうこ と

でち ょっ と素 人目 ながら 少な いと 思う んで すが 、こ れ以外 の方 は個 人で 受けて お

られ る方 もお るん やない かと 思い ます が、 この 辺は どない です か。

（事 務局 ）

こ の企 業と は別 に保健 セン ター で独 自に やっ てい る事業 と他 の事 業が ござい ま

すの で、 ここ に加 入され てい ない とこ ろは 保健 セン ターで 受け てお られ るとか 、

そう いう 形に なっ ている と思 いま す。
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（会 長）

そ うす ると 川西 市民は 一応 、全 部健 康診 断を 受け ている とい うこ とで すかね 。

（委 員）

こ こに 載っ てい る数字 は分 母の 方も 会員 の方 です ね。会 員の うち 保健 センタ ー

で受 けて おら れる 方がい ると いう こと です か。

（事 務局 ）

今 申し あげ た中 小企業 勤労 者福 祉サ ービ スセ ンタ ーで受 けて おら れる 方は、 こ

の別 紙の 資料 ３に もござ いま すよ うに 、産 業保 健と いうこ とで 、こ れが 市内事 業

所５ ０人 未満 の中 小企業 の方 が対 称に なっ てい るん ですけ ども 、そ ちら の方で 受

けら れる ケー スも ござい ます とい うこ とで ご説 明さ せてい ただ いた とこ ろでご ざ

いま す。

（委 員）

こ れの 合わ した 数字が 受け てお られ る数 とい うこ とです か。

（事 務局 ）

こ ちら で確 認で きてい る数 字が これ ら二 つを 足し た数字 とな って ござ います 。

（会 長）

こ れを 多い と見 るか、 少な いと 見る か、 とい うこ とです ね。 市と して はこれ は

少な いか らま だ増 やそう とい うの が先 ほど の健 康管 理事業 を中 心に とい うこと に

なる んで しょ うか 。

（事 務局 ）

ま た、 あと でお 諮りい ただ きた いと 思っ てい たん ですが 、去 年の 審議 会のと き

に金 谷会 長の 方か らご提 案を いた だい てお りま すの で、そ の中 にそ の点 入って お

りま すの でご 説明 いたし ます 。

先 に説 明さ せて いただ きま す。 ご提 案い ただ きま したの が３ 点ほ どご ざいま し

て、 その うち の１ 点の中 に先 ほど 言わ れま した 健康 管理事 業の 充実 とい うこと で

聞い てお りま す。

そ れに つき まし ては、 来年 がパ セオ の１ ５周 年記 念とな りま すの で、 その１ ５

週年 記念 の節 目と しまし て、 現在 、人 間ド ック 補助 という のを やっ てい るわけ な

んで すが 、そ の対 象者が ５０ 歳を 対象 に補 助を して いたと いう 状況 にな ってい る

んで すけ ども 、そ れを１ ５周 年記 念と いう こと で４ ５歳と ５５ 歳を 追加 しまし

て、 健康 管理 事業 の充実 とい う内 容で させ てい ただ きたい と考 えて おり ます。 で

すか ら、 ４４ 歳と ５５歳 の枠 を追 加し て３ 枠に させ ていた だく とい うこ とです 。

（委 員）

現 状は 何歳 なん ですか 。

（事 務局 ）

現 状は ５０ 歳の みです 。そ れを ４５ 歳と ５５ 歳を 追加し て健 康管 理事 業の充 実

とさ せて いた だく ことで ご提 案を させ てい ただ いて おりま す。

（事 務局 ）

ち ょっ と補 足で 説明さ せて いた だき ます 。人 間ド ックの 受診 料に 対す る節目 ド

ック と言 われ る部 分が５ ０歳 の方 に対 して 、通 常で したら ５０ ００ 円の ところ を

１万 円に 倍で 補助 させて いた だく こと を今 現在 やっ ている んで すけ ども 、これ に

加え まし て、 今課 長が申 しあ げま した よう に枠 を二 つ増や しま して 同じ ように 補

助を させ てい ただ くとい う形 をと る予 定と して おり ます。
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あ わせ まし て、 今現在 実施 いた だい てお りま す兵 庫県健 康財 団に つき まして 、

来年 度、 いく らか でも利 用者 の方 に利 用し てい ただ きやす いよ うに 、料 金の改 定

を見 越し て財 団の 見直し と言 いま すか 、そ うい うこ とも一 つ検 討に 加え て２１ 年

度は 実施 して いき たいと 考え てお りま すの で、 よろ しくお 願い しま す。

（会 長）

補 助額 も５ ００ ０円か ら１ 万円 に上 がる とか 、４ ５歳、 ５０ 歳、 ５５ 歳とい う

ふう に入 れる とか 、健康 財団 に協 力し ても らっ てと いうよ うな お話 が出 ました け

ども 。

そ れで 、も う一 つは会 員を 確保 しよ うと 思っ てい るとい うよ うな こと をおっ し

ゃっ てい まし たが 、その 辺り は具 体的 にど んな ふう に。

（事 務局 ）

そ れも 去年 の宿 題なり 、ご 提案 の件 なん です けど も、ま ず、 川西 市中 小企業 勤

労者 福祉 サー ビス センタ ーの チケ ット の斡 旋と か、 旅行の 補助 券に 関す る件で ど

うに か利 用者 の利 便性の 向上 に向 けた 取り 組み とい うこと でご 提案 いた だいて お

りま す。

そ の件 につ きま しては 、今 年度 、チ ケッ トに つい ても、 旅行 の補 助券 につい て

も、 基本 的に は市 役所の 農林 ・労 政課 にな るん です けども 、そ の窓 口で お渡し す

るよ うな 形に なっ ており ます 。

し かし 、会 員さ んにつ いて は時 間的 に制 約が ない とか、 制限 が出 てき ており ま

すの で、 その 方に ついて は郵 送で 対応 をさ せて いた だいて いる んで すけ ども、 今

以上 の会 員数 を増 やして いく ため の利 用件 数を 増や すには どな いし たら いいか と

いう こと で、 いろ んなこ とを させ ても らっ たん です けども 、こ の上 部団 体に当 た

りま す全 国中 小企 業勤労 者福 祉サ ービ スセ ンタ ーと いうの がご ざい まし て、そ れ

につ いて はコ ンビ ニでチ ケッ トを 購入 でき ると か、 インタ ーネ ット の利 用とい う

いろ んな 形で され ている わけ なん です けど も、 市も いろん な検 討を させ ていた だ

いた んで すけ ども 、利用 状況 やら を見 てい く中 で、 費用対 効果 とい うか いろん な

検討 をさ せて もら いまし たら 、な かな か費 用の 話を すると 具合 が悪 いか もしれ ま

せん が、 なか なか 難しい よう な状 況で した 。

そ れで 、う ちだ けでな くて 阪神 間の 市に つき まし ても、 調査 をさ せて いただ き

まし て、 どん な形 をされ てい るの かと 聞き まし た状 況では 、今 うち がし ている よ

うな 同じ よう に窓 口に来 ても らう とか 、郵 送と かで 対応さ れて いる のか ほとん ど

でし たの で、 ご提 案いた だき まし たが 、ど うか 今の 形で対 応さ せて いた だきた い

とい う形 で考 えて おりま すの で、 どう かよ ろし くお 願いし ます 。

（会 長）

も う一 つい い方 法が見 つか らな いみ たい なこ とな んでし ょう かね 。

（事 務局 ）

会 員の 状況 がこ こ３年 間横 ばい と言 いま すか 、全 体的に 減少 気味 とい うこと で

ござ いま す。 私ど もも、 この 制度 その もの が１ ５年 たって いる わけ でご ざいま

す。

商 工会 の方 に声 をかけ させ てい ただ きま して 、こ のパセ オの 理事 会の 役員の 方

はほ とん ど商 工会 の関係 の方 も入 って おら れま すし 、今現 在、 商工 会も 会員事 業

所が １７ ００ ぐら いです か。

先 ほど 申し あげ ました よう に、 市内 １８ 年度 の統 計なん です けど も、 ４００ ０

近く 事業 所が ある 中で、 商工 会そ のも のも 会員 数が 減って いる とい うよ うな状 況

でご ざい ます 。

で きま した ら、 商工会 さん と連 携し て、 まず はこ のパセ オの 存在 とい います

か、 メリ ット いい ますか 、ま ずは PRを やっ てい きた いなと 。積 極的 にや ってい っ

てな おか つ数 字が 変わら ない とい うこ とで あれ ば、 もうち ょっ と違 った 方法を 考
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えな けれ ばな らな いのか なと 、市 とし ては 考え てい るとこ ろで ござ いま す。

現 実に 、う ちの 職員、 担当 に正 職員 もお りま すけ ども、 パセ オに 補助 金とし て

出し てお りま すの が人件 費の み、 ２５ ０万 円ほ どを 出させ てい ただ いて おりま し

て、 あと は会 員の 会費で 運営 して いる 状況 でご ざい ます。

で すか ら、 あと 運営の 中身 つい ても 精査 をし てい かなく ては なら ない と思い ま

すが 、ま ずは もう 一度、 サー ビス セン ター の PRをや らなく ては 会員 数も 増えな い

と思 いま すの で、 その方 向で ２１ 年度 は１ ５周 年と いう契 機に 、先 ほど 言いま し

たよ うに 健康 管理 事業の サー ビス の拡 充と いう こと もメリ ット があ れば 事業所 さ

んも 加入 して いた だける と思 いま すの で、 そこ ら努 力して いき たい と思 ってお り

ます 。

（会 長）

パ セオ はホ ーム ページ はあ るん です か。

（事 務局 ）

私 ども の市 の労 働関係 のホ ーム ペー ジは ござ いま す。そ の中 に、 今申 しあげ て

おり ます パセ オか わにし のニ ュー スを 毎月 発行 して おりま すけ ども 、そ の関係 は

一応 ホー ムペ ージ の方へ は掲 載し てお りま す。

（会 長）

一 発で 出て くる 方がい いで すね 。

（事 務局 ）

一 応、 そう いう 意味で 言い まし たら 、ト ップ ペー ジから いく つか 階層 を中の 方

に入 って いか ない と見れ ない とい う状 況は ござ いま すけど も、 でき るだ け、そ う

いっ た情 報が 見ら れます よう に、 そう いう 工夫 はし ていき たい と思 いま すので よ

ろし くお 願い いた します 。

（委 員）

事 務局 さん の方 にちょ っと お伺 いし たい んで すが 、これ 加入 した ら会 費とし た

ら大 体ど れぐ らい 負担を しな くて はな らな いん です かね。 負担 に見 合う メリッ ト

があ るの かど うか 。

（事 務局 ）

大 きく 健康 管理 事業と 言わ れる 部分 とで すね 、何 々祝い 金と いっ た形 の給付 金

とい う二 つの とら まえ方 で料 金設 定を 二段 構え にさ せてい ただ いて おり まして 、

両方 とも 受け られ る場合 は、 お一 人月 ４０ ０円 いた だきま して 、健 康管 理事業 と

いう 部分 でチ ケッ トのあ っせ んと かも 含め まし て、 お一人 月２ ５０ 円を いただ く

とい う形 にな って おりま す。

（会 長）

そ した ら、 両方 入った ら６ ５０ 円と いう こと です か。

（事 務局 ）

す いま せん 。説 明がま ずか った と思 いま すが 、両 方入っ た場 合は ４０ ０円で 、

厚生 事業 の部 分の みです と２ ５０ 円と いう こと にな ってお りま す。

（会 長）

な んか ネー ミン グもあ りま せん かね 、健 康管 理事 業とい うよ うな んで はなく

て、 お考 え頂 いて なんか 入ろ かな と思 うよ うな 。

（委 員）



- 16 -

会 費に 関連 した んです けど も、 さっ きの お話 で市 の方か らの 補助 とい うもの が

事務 局の 人件 費み たいな もの で２ ５０ 万だ けと 伺っ たんで すけ ども 、要 するに 事

業は すべ て会 費で 賄って いる とい うこ とで すね 。

（事 務局 ）

基 本的 には 、市 の方の 補助 はパ セオ に従 事し てい る嘱託 員に なる んで すけど

も、 その 人件 費に 充てて いま すと 。あ とは 会員 さん の会費 で賄 って いる という よ

うな 状況 でご ざい ます。

（事 務局 ）

現 実、 うち の正 職員も 関わ って おり ます ので 、人 件費だ けで 見ま した ら、嘱 託

の人 件費 だけ では 済まな いと 思っ てお りま す。

そ れと PRの 方な んです けど も、 パセ オニ ュー スも 事業主 さん 宛て に出 してい る

んで す。 一般 の市 民の皆 さん に出 すの では なく て、 事業主 さん があ くま でもそ の

気に なっ ても らわ ないと この 制度 は成 り立 ちま せん ので。

去 年ぐ らい から 商工会 の方 にご 無理 を言 いま して 、１７ ００ ほど 事業 者がお ら

れま すの で、 そこ の商工 会の 会報 と一 緒に パセ オ勧 誘チラ シを 入れ てい ただい て

事業 主さ んに PRさ せてい ただ いて いる とこ ろで す。

（会 長）

と いう こと で、 健康管 理事 業を 促進 する こと で会 員を増 やし てい こう という よ

うな こと でご ざい ます。 まだ お話 され てい ない 古賀 委員さ ん何 かご ざい ません

か。

（委 員）

特 にご ざい ませ ん。

（委 員）

今 回は 無理 だと 思いま すけ ども 、こ の委 員会 が庁 内的に 継続 をさ れる のであ れ

ば、 勤労 者福 祉サ ービス セン ター の会 員数 を増 やし たい、 加入 事業 所を 増やし て

い き た い と い う 前 提 を 出 し て い た だ き た い 。 例 え ば 、 １ ０ ０ ０ 社 あ る う ち の

１１ ０社 です よと 言うの と、 ２０ ０社 のう ちの １１ ０社で すよ とい うの ではや は

りア プロ ーチ が違 ってき ます よね 。

で すか ら、 そう いうと ころ はや はり 数字 を出 して いただ いた 方が 議論 はしや す

いか なと 思い ます ので、 もし 来年 も継 続す るの であ ればお 願い した いと 思いま

す。

（会 長）

も う少 し具 体的 にして ほし いと いう こと でし ょう かね。 金額 とか も含 めて具 体

的な 計画 案を とい うこと なの かも しれ ませ ん。 最後 に、古 賀委 員さ ん何 かおっ し

ゃっ てく ださ い。

（委 員）

一 所懸 命 PRいた します 。

（会 長）

そ した ら、 他に ござい ます か。 今日 お話 が出 まし たのは 、ま ずパ ート バンク だ

とか 、高 年齢 者職 業相談 とい うと ころ で性 別も わか らなけ れば 対策 もな かなか た

ちに くい んで はな いかと 。高 年齢 者と いっ ても いく つかわ から ない し、 ５５歳 っ

て若 いも んで すよ ね。や っぱ り高 年齢 者と 言う んで しょう かね 。そ うい うよう な

もう 少し 対策 が取 れるよ うな 属性 みた いな もの もほ しいと いう よう なお 話もあ り

まし た。
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そ れか ら、 実際 に仕事 につ なげ てい くに は企 業さ んとの 連携 が必 要に なって く

るん です けど も、 その人 たち のい ろん な情 報が 取れ るよう な、 なん か企 業との 連

携で しょ うか ね。 そうい うも のも 必要 なん では ない かとい うよ うな お話 もあり ま

した 。

そ れか ら、 そも そも川 西市 の事 業所 、従 業員 はど うなっ てい るん だと いう基 本

実態 調査 とい うの を普通 はも うち ょっ とや って いら っしゃ るの かな と思 ったん で

すけ ども 、県 の中 の、そ れも 川西 をと って やっ とわ かると いう こと なん で、な か

なか 難し いの かな と思い まし た。 従業 員も そう なん ですけ ども 、失 業者 なんて い

うの は結 構把 握し ておか ない とと 思い ます けど も、 そうい う基 本的 な事 業所、 労

働者 数み たい なも のもほ しい なと いう よう なお 話も ありま した 。

そ れか ら、 連合 の方で は、 教職 員、 公務 員と 一口 で言い ます けど も、 非常に 教

職員 の混 迷振 りも 大変な ので 連携 をも って やっ てく ださい と。 それ から 、仕事 の

過重 労働 をな んと かする とい うこ とも あり ます けど も、先 生方 の今 の本 当に大 き

な問 題は メン タル なとこ ろで あろ うと 思い ます ので 、先生 方だ けで なく てメン タ

ル３ 万人 も働 き盛 りの人 間が 死ん でい って いる とい う状態 は、 その バッ クには 約

１０ 倍は いら っし ゃるだ ろう と思 いま すの で、 その 辺をセ ミナ ーの とこ らへん で

も工 夫し てい ただ くとい うこ とな のか なと 思い まし た。

そ れか ら、 健康 福祉と いう とこ ろで 、健 康管 理の 事業を 主に 進め る。 会員事 業

所 も 増 や す と い う よ う な お 話 も 出 ま し て 、 来 年 は パ セ オ が １ ５ 周 年 に な る と 、

４５ 歳、 ５０ 歳、 ５５歳 をさ らに その 人た ちを 増や して健 康管 理を 進め るとい う

こと もご ざい まし た。そ れで まず は PRとい うこ との 気迫も 聞か せて いた だきま し

た。

と いう とこ ろで 、大体 、私 たち も物 申し たと 思い ますし 、事 務局 の方 も十分 説

明を いた だい たと 思いま すけ ども 、い かが でし ょう か、こ れだ けは もう 一度と

か、 再度 、強 調し ておき たい とい うよ うな こと がご ざいま した ら、 それ で終わ り

にさ せて いた だこ うかな と思 いま す。

ま た１ 年で すか ら、ど うぞ この 際と いう こと でい かがで しょ うか 。も し、ご ざ

いま せん よう でし たら、 ちょ っと 時間 は早 いの か、 遅いの か、 時間 は１ 時間１ ５

分ほ どか かっ てし まいま した が、 この 辺で 閉じ させ ていた だき たい と思 います 。

そ れで は、 今日 は年度 末の 本当 にお 忙し い中 をご 出席い ただ きま して ありが と

うご ざい まし た。

（ 閉 会）

※ 主な 発言 の要 旨等 、審 議経過 がわ かる よう に記 載す るこ と。


